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第87回全日本選手権大会ロードレース

期日：2018年6月24日（日）

開催地：島根県益田市一般公道特設コース
距離 213km 出走 １１８人 完走 31人

表彰台は逃すも、レースを動かし5位と6位フィニッシュ

連覇を狙う畑中を筆頭に平塚、吉岡、徳田鍛造、小石、徳田優、横塚の7名で

本年の全日本選手権ロードレースに参戦しました。平井と中井は体調不良によ
り欠席。ブリヂストンサイクリングや宇都宮ブリッツェン、キナンサイクリングなど
国内プロチームのほとんどの選手が参加し、総勢118名が日本チャンピオンを
目指して戦いました。
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今年のコースは、パンチのある登り区間と、平坦と下り区間がバランスよく組み合わさ
れたどちらかというと平坦に強い選手に有利なスピードコース。島根県益田市の1周
14.2km公道コースを15周します。

朝9時、気温がすでに24度と酷暑のレースが予想される中、スタート。1周目にアタック
合戦のすえ32名が先行する形になると、有力チームがみな入っている事、また畑中

やブリヂストンアンカー窪木選手をはじめとした優勝候補がプロトンに残っている事か
ら、この逃げは容認されます。しかしプロトンはこれを追えず、どんどんとタイム差は開
き9分以上に。中盤になるとこれをキャッチすべくタイム差5分弱にまで縮めますが、各
チームの思惑が交差しそれ以上が進みません。

この先頭集団では何度かシャッフルがかかり人数が減っていきます。プロトンは追い
つけないと判断し、残り40kmを切ると小石アタックを仕掛け、唯一追随してきたキナン
サイクリング山本選手と2人で逃げます。最終周回が近づき、逃げ切りの可能性も出
てきましたが後ろから2名がこれにジョインして4名逃げに。ここにキナンサイクリング
はもう1名入り数の有利に抗えず、小石は波状攻撃を受けついに遅れてしまいます。

山本選手がそのまま優勝。平塚が5位、最後遅れた小石は6位でフィニッシュして今年
の全日本選手権を終えました。
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順位

桑原GMのコメント：

ディフェンディングチャンピオンチームとして臨み、連覇する事の難しさを痛感したレー
スとなってしまいました。畑中も小石も、実力があり結果を出してきただけに全チームか
らの激しいチェックを受けストレスフルなレースを強いられました。そんな状況で、徳田
兄弟や横塚といった若い選手たちが状況を打破すべく果敢に動けたのが収穫で、彼ら
にも良い経験になったと感じます。このレースで前半戦はシーズン前半戦は終了し、少
しの休息を経て後半戦と突入していきます。引き続き応援の程、宜しくお願い致します。
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